
 
 

平成２２年５月２１日 
株式会社 中国銀行 

 
「公益信託『百間川』水とみどり基金」平成２１年度助成者活動報告会 

および平成２２年度助成先目録贈呈式の開催について 

 
  当行では、平成１５年３月より公益信託受託第１号として「公益信託『百間川』水とみ
どり基金」を運営しております。 
 今般、百間川およびその周辺の良好な水辺空間の形成が図られることを願い、平成２１

年度助成者活動報告会および平成２２年度助成先目録贈呈式をおこないます。 

 当公益信託は、百間川およびその周辺において、河川への市民の活動、河川に関する調

査研究および環境美化活動の支援、ならびに河川愛護団体の育成をおこなうことによって、

河川および河川空間を活用した公共の福祉の増進に寄与することを目的としております。 

当行では、本基金の助成について、今後もＣＳＲへの取組みの一環として、積極的に推進

いたします。 

 
１．日時 ：平成２２年５月２７日（木） 午後１時～午後３時 
 
２．場所 ：中国銀行 本店 ３階 大ホール 
 
３．出席者：信託管理人、運営委員、当行事務局、平成２１年度助成対象者、 

平成２２年度助成対象者、主務官庁関係者 
 
４．内容： 
（１）平成２１年度助成者活動報告会 
  ①助成者活動報告（助成対象者の五十音順）（持ち時間一団体３～５分） 
  ②質疑応答 
（２）目録贈呈式 
  ①目録贈呈（助成対象者の五十音順） 
  ②助成対象者への伝達事項 

以上 

 
 

 



平成２１年度助成者活動報告会出席者（発表順） 

 

団     体     名 活 動 テ ー マ 

学童保育 うのクラブ 

地域の中を流れる百間川の四季を体験する

ことにより、持続可能なコミュニティを作っ

ていく 

倉安川研究会 

歴史的にも重要な役割を担った「倉安川」を

後世に伝承するため、倉安川が開削された背

景を明らかにし、当時の計画図等を整理し、

記録として残す 

グリーンライフサポートクラブ 
百間川水辺環境整備活動（旭川下流域の百間

川分流部に位置する高水敷地） 

重田 祥範 
百間川緑地公園における暑熱環境の特性と

河川冷却効果に関する研究 

善木 道雄 

ＪＩＳ法に準拠した化学的酸素要求量（ＣＯ

Ｄ）のフロー法開発と百間川流域の化学的酸

素要求量（ＣＯＤ）の調査 

高島・旭竜エコミュージアムを語る会 

自分たちが遊ぶ川を汚さないという環境学

習と水辺の生き物調査を通し、絶滅危惧種の

「川ガキ」（川で遊ぶ子ども）を養成する 

中学高校環境研究会 

岡山周辺の中学高校自然科学系サークルの

生徒を中心に旭川（百間川）などの自然生態

系と現代社会との関わりも含めた教材で「中

高生の水辺教室」を実施する 

富山の自然を楽しむ会 百間川・倉安川における環境保全 

ＮＰＯ法人 ももちゃいるどネットワーク

豊かな自然の残る百間川と周辺を教室に、親

子で自然に親しみ、川遊びを体験してもらう

ことで、川へかかわるきっかけをつくる 

わんぱく教室 
「わんぱく教室」が主催する野外行事、百間

川およびその周辺での自然体験 

 



平成２２年度助成先（目録贈呈順） 

 

団     体     名 活 動 テ ー マ 

学童保育 うのクラブ 

地域の中を流れる百間川の四季を体験する

ことにより、持続可能なコミュニティを作っ

ていく 

岡山商工会議所 

岡山市内の河川・水路に着目し、「水の都・

岡山」を検証することで岡山の魅力を再発見

する 

岡山の自然を守る会 

百間川の河川敷において、市民参加型の伐木

ボランティアを行い、川を身近に感じてもら

い、河川環境の意識向上を図る 

社団法人ガールスカウト日本連盟 

岡山支部 

四季を通じて自然観察などの体験学習を通

しての環境教育をおこなう 

グリーンライフサポートクラブ 百間川水辺環境整備活動 

中学高校環境研究会 

旭川などの自然生態系と現代社会との関り

を含めた教材で宿泊研修を実施し、実物体験

教育の手法でふるさとの自然を見直し、自然

の保全・再生についても学習する 

富山の自然を楽しむ会 
倉安川・百間川における生物調査および環境

調査と整備活動 

財団法人日本ボーイスカウト岡山連盟 

西大寺第１団 

①青少年の健全育成②青少年への環境教育

③スカウトや地元小中学生へ水辺環境を守

る清掃活動の主催④百間川を会場とした水

難、火災、救急活動訓練 

百間川 親水公園 百間川堤防内の親水公園などの草刈り清掃 

わんぱく教室 

百間川・旭川河川敷周辺で、子ども向けの自

然活動を開催し、「わんぱく教室」が持って

いるノウハウで、次世代の青年指導者育成を

目指す 

 
以上 


